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Immunoreactive corticotropin-releasing hormone (1 R -C R H) , adｭ

renocorticotropin (1 R-ACTH) , andcortisol (1 R-F) in human 
plasma during pregnancy and delivery and postpartum. 

妊娠，分娩，産祷時の血楽 immunoreactive C R H, A C T H及
びコーチゾルについて
(主査)
教授谷津 修
(副査)
教授宮井 潔 教授矢内原千鶴子

論文内容の要旨

〔目的〕

妊娠と共に母体血衆中の IR-CRHは増加し，分娩後は数時間で減少することより，その由来は胎

盤であることが報告されているO しかし各種合併症妊娠，分娩様式の相違での母体及び腰帯血衆中にお

ける IR-CRHの変動や，妊娠中の視床下部-下垂体一副腎系と CRHとの関連についての報告は少

ない。我々は radioimÌIlunoassay CR 1 A) 法により分娩時の母体及び膳帯血祭中の IR-CRH ，

1 R-ACTH , 1 R-Fを測定し，分娩様式の相違や，胎児仮死，早産， pregnancy induced hyperｭ

tension C P 1 H)，子宮内胎児発育遅延 CIUGR)，多胎妊娠が妊娠時の母体-胎児の視床下部-下

垂体-副腎系に与える影響について検討した。

〔方法および対象〕

①CRHの測定:合成ヒト CRH- ブタサイロクゃロプリン conjugate で家兎を免疫し作成した抗体を

用いたRIA法で測定した。血衆検体は Sep-Pak C18 にて，抽出を行った。測定感度は5.0pg/tube ，

平均添加回収率は68.0%， intra 及び inter assay C. V. はそれぞれ7.8% ， 1 1.3%であった。②ACTH

及びコーチゾルの測定:血衆ACTHの測定にはACTHキット II C ミドリ十字)，血祭コーチソeルの

測定はコーチゾル栄研 kit を用いた。③対象及び採血条件:正常非妊娠13例，正常妊婦61例，正常経腫

分娩11例，選択帝切 9 {11]，正常祷婦 8 例，仮死分娩 7例，多胎妊娠 3 例，早産 7 例， 1 UGR 6 例， P 1 H 

4 例につき検討した。仮死例の新生児アプガースコアは 7 点以下で瞬帯動脈血PHは7.20以下であった。

早産例は37週以前に分娩に至ったもので， 1 UGR例は妊娠20週以後の 4 週以上の期間の 2 回以上の超

音波計測による胎児推定体重が-1.5S D以下のものである。 PIH例では28週以降に血圧が140/90以
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上に上昇したものであり，それ以前の週数では正常血圧であった。多胎例は 2 例の品胎及び l 例の双胎妊娠

を含む 3 例である。検体は母体肘静脈，勝帯静脈より採血し，直ちに氷冷した plastic tube (EDT A-

2 Na 1.5mg/ml blood) に採取し，遠沈後血衆を -20
0

Cで測定まで保存した。

〔成績〕

妊娠中の母体血祭の IR-CRHは週数と共に増加し，分娩時には更に上昇，産祷 1 日目には非妊時

のレベルに速やかに低下した。 IR-ACTHについても同様の変化が認められた。 IR-F は，妊娠

週数と共に増加，分娩時に更に上昇したが，分娩後は緩徐に低下し産樗 5 日目でも非妊時レベルより高

値を維持した。妊娠中及び分娩時母体血衆中において， 1 R-CRH と 1 R-ACTH , 1 R-CRH 

と 1 R-F , 1 R-ACTH と IR-Fのそれぞれの間には有意な正の相関が認められた。分娩時母体

血衆中の IR-CRH濃度は，正常経腫分娩に比し多胎妊娠分娩で有意に高値であった。暦帯血紫中の

IR-CRHは母体血衆中に比し著明に低値であり，正常経腫分娩例では仮死， 1 UGR，早産例に比

し有意に低値であった。また，瞬帯血衆中の 1 R-CRH , 1 R-ACTH , 1 R-F は正常経腔分娩

例では選択帝王切開分娩例に比し有意に高値であった。

〔総括〕

母体血衆中 IR-CRHの経時的変化と，多胎妊娠分娩例の高値より，これが胎盤より分泌されたも

のであることが考えられた。また隣帯血衆中の IR-CRHは母体と比し著明に低値であることから，

胎盤より IR-CRHは主として母体循環へ分泌されていることが示された。一方，仮死， 1 UGR , 

早産での瞬帯血禁中の IR-CRHは正常群に比し有意に高値であることより，胎児 hypoxia がCRH分

泌を促進することが示唆された。母体血祭中の 1 R-CRH , 1 R-ACTH , 1 R-Fの聞には有意

な正の相関が認められることより，妊娠中には母体-胎盤-胎児聞に視床下部一下垂体一副腎系が存在

し，そこで， CRHが重要な役割を果たしていることが示唆された。

論文の審査結果の要旨

本論文は，妊娠・分娩・産祷時の種々な状況下にある母体及び麿帯血衆中のCRH， ACTH及びコー

チソ守ルをRIAにて測定し， CRHは胎盤より主として母体循環へ分泌され，隣帯血衆中への分泌は胎

児 hypoxia により促進され，また，妊娠時における母体-胎盤-胎児聞における視床下部-下垂体一

副腎系の存在を明らかにした点，学位に値するものと考えるO
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